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り，Ono et al.（1994）は System I，Kawashima et al.



























































































卵した胚に比べ低い値（Ca : 12∼88%，Mg : 28∼75%）
を示した。また，胚盤葉期から培養を開始した胚は，前
孵卵後から培養を開始した胚よりサイズ（全長）が

























前である Stage 45まで到達した胚が 10%認められた。
なお，発生した奇形の 57%が眼に関するものであった。
胚を保護する羊膜の形成は孵卵 29時間後から胚の頭側
で始まり，孵卵 35時間後には眼が分化する予定の前脳
のほぼ全域が羊膜で覆われることが知られている。
以上のことから，奇形発生と羊膜形成の関係が強く示
唆され，孵卵 55時間未満の胚は，人工容器による培養
環境の影響を受けやすいことが明らかとなった。
本研究は，ニホンウズラ胚を胚盤葉期から孵化予定日
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まで一貫して人工容器で培養し，人工容器による培養が
ニホンウズラ胚に及ぼす影響を初めて明らかにした。
本研究の結果から，人工容器による培養環境や培養開
始時期の違いが胚の体の大きさ，ミネラル含有量，生存
率および奇形の発生率に影響を及ぼすことが明らかと
なった。また，羊膜形成の段階と胚の奇形発生に関係性
が示唆されたことから，奇形発生の認められた孵卵 55
時間未満の培養環境を胚へのダメージが少なくなるよう
に改善する必要がある。
審査報告概要
卵殻を人工容器に代替させた鳥類胚の培養は，遺伝子
導入の効率化，希少鳥類の保護・増殖に貢献するもので
あるが，胚盤葉期から一貫して人工容器を用いた培養法
は確立されていない。本研究は，胚盤葉期から孵卵 60
時間後までの 5段階のニホンウズラ胚を，ポリテトラフ
ルオロエチレン膜とポリプロピレン製のコニカルチュー
ブを用いた人工容器により培養し，胚盤葉期胚に対する
人工容器培養技術の問題点を明らかにしようとした。そ
の結果，前孵卵 55時間未満の胚にのみ奇形が発生する
ことを初めて明らかにし，羊膜が未完成の胚は，人工容
器の培養環境による致命的な影響を受けやすいことを示
した。また，人工容器による培養では成長の遅延や胚の
サイズが小さくなることから，胚への CaおよびMgの
吸収量を測定し，添加したミネラルの胚への吸収が不十
分であることを明らかにした。さらに，空気層の排除が
胚の生存率を低下させることから，培養容器のガス交換
機能が不十分である可能性を示した。本研究は，胚盤葉
期胚からの人工容器による胚培養法について検証した初
めての研究であり，今後，同手法を改良し発展させる上
での貴重な知見を示すものである。
よって，審査員一同は博士（畜産学）の学位を授与す
る価値があると判断した。
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